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№２４１２ 第１５回例会 ２０１５．１０．１５ 晴 
 

点 鐘：千葉一利 会長 

進 行：小野恒靖 副 SAA 

ソング：四つのテスト 

 

会長挨拶 

千葉一利 会長 

 
皆さんこんにちは。先週の白石廣新会員の歓迎

会と句会、大変楽しくできました。三枝ご夫妻、ご指

導、審査有難うございました。それにしても皆さんの

上手な句には驚きました。特に新人の白石廣さん

の句は光っていたように思います。親睦委員の

方々、ご苦労様でした。尚、来年の今頃は創立記

念日（１０月１３日）の５０周年ですから大変でしょう。 

以下報告です。 

１．心配をかけている私たち事務所の件 

さゞ波さんのご好意でしばらくの間はここの事務

所です。但し、食事は外からでお茶は出ます。 

２．奉仕プロジェクト委員会セミナー 

千葉市内の三井ガーデンホテルで行われ、出席 

 

者は、大網会員（国際）、山田会員（職業）、三井

会員（社会）、高島（委員長）千葉（会長）で報告

は大網会員と山田会員です。 

３．今日他クラブへのメークアップの会員 

成田空港南ＲＣ５０周年記念式典に次年度の当

クラブ５０周年の準備の一環として参加。参加会

員は榎本副会長（次年度会長）、高橋実行委員

長、志波大会委員長、石渡実行委員の４名 

４、新人研修ご苦労様でした。後ほど報告をお願い

します。 

５．大貫中学校に電子ピアノを送る件 

１３日１０時３０分に大貫中学校で榎本、高橋、

鈴木各会員と榎本教育委員立会いの下、電子

ピアノ授与式が行われました。 

報告は以上ですが今日予定されている卓話の他

にたくさんの報告が予定されておりますので私の話

はありません。 

終わりにお願い。役職を代行した場合は連絡事

項等が必ずあると思いますので、例会でおおよそ

の中身を報告してください。 

 

コスモス 



 

  

幹事報告 

渡辺哲夫 副幹事 

 

１．第４分区ゴルフ案内（回覧）出欠確認 

締切１０/２３ 

２．ガバナーエレクト事務所開設の案内（回覧） 

３．ロータリーフェローシップﾟ委員会の案内（回覧） 

 締切１０/３１ 

４．RLI パートⅡ・Ⅲの案内（回覧） 締切１０/３１ 

５．RID２７９０地区「里山歩き」の案内 締切１０/３１ 

６．第二期緑の再生事業参加者募集のお知らせ 

７．木更津ＲＣよりクラブ役員交代についてのお知ら 

  せ（会長エレクト藤野→渡辺） 

８．袖ケ浦ＲＣより例会時間変更のお知らせ 

  平成２７年１１月２日（月）休会 

９．連絡事項 

  例会を欠席される場合は当日の９時までに事務

局、藤江さんまでご連絡ください。 

 

新会員研修セミナーに参加して 

渡辺哲夫 会員 

２０１５年７月１日現在、入会３年目までの対象に

総勢１１７名の参加者のなか、１３時３０分山田修平

研修委員長（木更津東ＲＣ）の点鐘ではじまり、櫻

木ガバナー挨拶の後、第一部山田委員長の「ロー

タリアンとして行動しよう」と題して４０分間の基調講

演がありました。 

 休憩後第２部のテーブルディスカッションに移り、

第１回目は私が青木ガバナーエレクトと同席になり、

５名の参加者とロータリークラブに入会しての感想

等を話し合いました。 

 第２回目はテーブルを移動してやはり４０分間の

時間で、それぞれのクラブの内容等の話し合いが

行われ、大変有意義な話を聞くことができました。

最後に質疑応答があり、関口徳雄（浦安ＲＣ）地区

研修サブリーダの総評があり、  １８時３０分点鐘

で研修セミナーを終了いたしました。 

 

鈴木 勉 会員 

 
 突然の指名で資料もなく、きちんとした報告はで

きませんが、内容については先程渡辺会員から詳

細に報告があった通りです。前半は山田研修委員

長の講義、後半は５～６名のグループに別れてディ

スカッション主体の研修でした。講義が終わると帰

る方もいて各テーブルに空席が目立つ感じでした。

私は後半のグループでは櫻木ガバナーが進行役

を務めるグループとなり、隣に座らせていただきまし

た。途中カメラマンが写真撮影をしていましたから、

もしかすると来月の「ガバナー月信」にガバナーと

一緒に写った写真が掲載されるかもしれません。 

 ともかく、私自身、ロータリークラブでの外部行事

に参加するのは初めてでしたから、他のクラブの方

の話や、会場での雰囲気から「富津中央ロータリー

クラブ」が持つ会員同士の結束や、誰でも入り易い

雰囲気等､改めて自分が席を置くクラブの良さを感

じた１日でした。 

 

 

 

 

 
千鳥 

 



 

  

奉仕プロジェクトﾄセミナーに参加して 

大網庄一郎 国際奉仕担当部長 

 
１．当クラブ出席者 

千葉会長、高島奉仕プロジェクト委員長、山田職

業奉仕担当部長、三井社会奉仕担当部長、            

大網国際奉仕担当部長 

２．セミナーのテーマ  

一歩踏み出そう、奉仕活動へ！ 

一歩踏み出すとクラブに感動と活力がわきま

す！ 

３．上記テーマにのっとり、それぞれの奉仕委員長

より「活動方針」「活動計画」の有意義な話があり

ました。 

 

１０/２９の日帰り旅行の件（移動例会） 

（米山梅吉記念館と世界遺産めぐり） 

原田雅式 親睦担当委員 

 
１．コースと時間 

 旧 JA 佐貫 ７:４５→さゞ波館８:００ 

 →御殿場高原ビール１１:００～１２:２０ 食事 

 →美保の松原１３:１０～１３：４０ 見学 

 →米山梅吉記念館１４：３０～１５：３０ 

 →さざ波館１８：００→旧 JA 佐貫１８：１０ 

２．参加者：１９名 

３．費用 ： バス代 ７５，０００円 

     食事代 ４３，０００円 

     飲物他 ２５，０００円 

     クラブ負担 ３９．２００円 

４．食事は飲み放題、食べ放題 

５．集合場所：さゞ波館及び旧 JA 佐貫 

６．団長：小野親睦委員長 

７．お世話係：親睦担当委員 

 

卓話 

米山奨学会について 

須藤 隆 米山担当部長 

 
最近、新会員が増え、米山記念奨学会が私たち

会員から寄付金を集めて海外の留学生に奨学金を

出す事業を行っていることはある程度ご存知かと思

いますが、詳しく理解されていないのではないでし

ょうか。今日はその辺について私が調べた範囲で

皆様にお伝えし、ロータリアンと留学生の交流を通

じて国際親善と世界の平和に寄与する米山記念奨

学会の意義をより皆様に理解していただこうと思っ

ております。私もかって高校生と大学生の時に日本

育英会から奨学金を借りて学生生活を送りましたの

で、奨学金制度の有難さは身をもって感じておりま

す。 

 米山奨学会は、１９５２年（昭和２７年）に日本ロー

タリーの礎を築いた米山梅吉氏（１９２０年、日本で

最初のロータリークラブ「東京ロータリークラブ」を設

立して初代会長に就任）の功績を記念して、２度と

戦争の悲劇を繰り返さないために国際親善と世界

平和に寄与したいとの当時のロータリアンの強い願

いの下に東京ロータリークラブによって設立され、 

１９５４年にタイから奨学生第１号を誕生させており



 

  

ます。 

財団法人として文部省から認可を得たのが１２年

後の１９６４年ですから半世紀以上の歴史を有する

事業であります。奨学生の数は累計で１万８千人 

（２０１４年７月現在）にも及びます。そのうち国別の

主な割合は中国３０％、韓国２４％、台湾２０％、マ

レーシア５％で、その他アジアを含めて全体の９

５％はアジア人です。現在年間の受け入れ留学生

は約７００名で、事業費は約１３億円です。外国人

留学生を対象とした民間の奨学金では国内最大規

模であります。奨学金は月額で大学生が１０万円、

大学院生が１４万円支給され、世話クラブにも月額

１４万円が支給されます。 

因みに私たちの寄付の種類は普通寄付金と特

別寄付金の２種類があり、普通寄付は半期に１度、

各クラブで決めた一人あたりの金額に会員数分を

合計した寄付であります。特別寄付金は任意の寄

付で個人寄付、法人寄付、クラブ寄付の３種類があ

ります。特別寄付には表彰制度があり、累計が３万

円になると準米山功労者、累計が１０万円で第１回

米山功労者となります。累計が２０万円から９０万円

まで、第２回～９回の米山功労者マルチプル、累計

が１００万円で第１０回米山功労者メジャードナーと

なります。当クラブでは第２回米山功労マルチプル

が１名、米山功労者が６名、米山功労クラブとして

の表彰が３度です。このことから当クラブは米山奨

学会の意義をよく理解しているクラブと言えるでしょ

う。今年度の当クラブは普通寄付を一人当たり年 

４，０００円と決め、特別寄付は一人当たり１０，０００

円を目標としております。皆様のご協力をよろしくお

願いします。 

 なお、米山学友になった奨学生には、駐日大使

や、母国の大学教授、日本の大学教授、大企業の

社長、医師、母国で日本企業を支援する弁護士、

各界の一線のリーダとして、母国で、日本で、世界

で活躍しております。 

ここで、米山留学生だった中国人弁護士、姫軍

（ジジュン、日本のロータリーではキグンと呼んでい

る）さんのことについてちょっと紹介します。 

彼は、中国米山学友会の初代会長になり、中国

で弁護士事務所を開いて弁護士活動をしておりま

す。３年前に中国で起こった反日の暴動について

ご記憶の方もあると思いますが、その時は中国では

反日一色で、日本の車や日本の企業が襲われ、日

本の店はつぶされ、日本の物は買わないと今迄の

歴史上になかったような大変な出来事でした。こん

な時に留学生だった弁護士の法律事務所が一通

の通知を、日本のお客さん、日本大使館、日本人

商会に出したと言います。「私たちはホットラインを

つくり、日本人に身の危険や財産の危険があれば

このホットラインで私たちが無料で助けます」と、通

知を出す前に事務所のパートナー（共同経営者）と

会議を開き、パートナー全員に話したそうです。「皆

さん日本車に乗って出ることも危険な今、この通知

を出せば事務所は潰されるかもしれない。この通知

を出すかどうか皆さんで決めて下さい。」と、すると

全員一致でこう答えてくれたそうです。「正しいこと

だからやりましょう」と、結局ホットライン鳴ることはあ

りませんでしたが一つの強いメッセージを日本人の

ために発信できた中国人もいることを訴えることが

できたと言います。このエピソードはまさに米山奨

学金が中国と日本の架け橋になった事例ではない

かと思いました。 

 

ニコニコ BOX 

渡辺哲夫 親睦担当 

須藤 隆  卓話をさせて頂いて 

小野恒靖  句会において特選に選ばれて 

       なお、残念ながら県民卓球大会で富津

市は男女とも惨敗でした。 

合計２，０００円 

 

出席報告 

白石幸久 出席担当委員 

区分 会員数 出席 欠席 MUp 出席率

今 回 27/25 13 9 8 84.00%

前 回 27/25 16 9 4 80.00%

前々回 27/25 21 4 1 88.00%

会員数 ： ２８名－休会１名＝２７名 


